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 これらの背景のもと、本論文では、ウイルスとして HVJ-E を用い、Layer-by-Layer（LbL）法を用いた表
面修飾による機能化ならびに LbL 界面との複合化による機能化を新たに提案し、新規バイオマテリアル
としての HVJ-E複合マテリアルの評価を中心課題として研究を行った。 










表面に HVJ-E を固定化し、生体内で所定時間徐放可能な HVJ-E吸着ナノファイバーの開発を行った。
PCL ナノファイバー表面上に LbL 法によりカチオン性高分子である Poly-L-Lysine （ＰＬＬ）とアニオン性
高分子であるアルギン酸を用いた高分子層を形成し、HVJ-E 吸着の足場とした。カチオン性高分子であ
るＰＬＬの最表面に対し、アニオン性電荷を有する HVJ-E を吸着させることで、HVJ-E を表面に集積した
HVJ-Eナノファイバーを得ることに成功した。HVJ-Eがナノファイバー上に固定化された後も活性を有し、
癌細胞の成長を 72 時間抑制しただけでなく、細胞数を減少させることが確認された。この結果から HVJ-
E徐放ファイバーの有用性が明らかとなった。 
 第４章では、HVJ-E が細胞表面のシアル酸の一種である GD1a を認識し、細胞に選択的に吸着するこ
とを利用した細胞分離方法の開発を行った。LbL法によりガラス基板上に作製されたＰＬＬとアルギン酸の
交互積層膜を作製し、HVJ-E を表面に固定したところ、単層で最密充填していることが明らかとなった。さ
らに、表面に固定化した HVJ-E が GD1a 発現細胞を優位に捕捉することを見出した。以上の結果をもと










る能力を有する HVJ-E を選択し、表面電荷を利用することが可能な LbL 法を用いたバイオマテリアル化
を報告している。HVJ-E そのものへのナノ交互積層膜作製条件を丁寧に検討し、エンベロープを有する










 平成 28 年 2 月 15 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
